
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を撮像する撮像手段、この撮像手段により撮像された画像から対象物を抽出する認
識画像処理手段、上記撮像手段の温度を測定する温度測定手段、上記認識画像処理手段の
出力を送信する通信手段を備え 記温度測定手段によって測定された温度が所定の範囲
内にないとき、

ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　車両に搭載され、車両走行について警報を行う制御ユニットと共に警報システムを構成
する画像処理装置において、画像を撮像する撮像手段、この撮像手段により撮像された画
像から対象物を抽出する認識画像処理手段、上記撮像手段の温度を測定する温度測定手段
、上記認識画像処理手段の出力を上記制御ユニットに送信する通信手段を備え 記温度
測定手段によって測定された温度が所定の範囲内にないとき、

を上記制御ユニットに送信することを特徴とする画像
処理装置。
【請求項３】
　

上記撮像手段の温度調整を要求する信号を ことを特徴とする請求項１または請
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、上
上記認識画像処理手段は、対象物の抽出を継続して行うと共に、上記通信

手段は、上記認識画像処理手段の出力の使用を禁止する認識結果使用禁止信号を送信する

、上
上記認識画像処理手段は、

対象物の抽出を継続して行うと共に、上記通信手段は、上記認識画像処理手段の出力の使
用を禁止する認識結果使用禁止信号

上記通信手段は、上記温度測定手段によって測定された温度が所定の範囲内にないとき
、 出力する



求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　上記撮像手段の温度について、上記認識画像処理手段による認識の信頼性を保証する温
度を設定する認識信頼性保証温度設定手段を備えたことを特徴とする請求項１～請求項
のいずれか一項記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、リアルタイムの対象物認識を行うために、制御あるいは警報のための情報を
提供する画像処理装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
車載用カメラによる撮像手段を用いて、車両外部の物体を認識する光学式の物体認識装置
として、特開２００１－３３２３８号公報に記載されているように、受光部の一部を遮光
した領域の輝度値より撮像された画像の有効性を判断するものがある。
また、温度検出装置付きカメラとして、特開２０００－３４７２８４号公報に記載されて
いるように、機構部品に係る撮影動作が保証されない低温時または高温時には撮影を禁止
するものがある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
特開２００１－３３２３８号公報の物体認識装置においては、画像の有効性を判定するに
あたり、遮光領域全体を画像処理のために走査する必要があり、リアルタイムの認識に用
いると処理時間の点で不利である。
一方、撮像素子が高温・低温になると、特定の画素の輝度値が白飛び・黒飛びとなる固定
パターンノイズが発生し、固定パターンノイズを含む輝度分布を基に画像処理した認識結
果の信頼性は大幅に低下する。よって、この認識結果を基に実施する警報・制御において
は誤りが発生する。
例えば、レーンマーキングのように白い物体を検出対象としている画像処理装置において
は、高温時に発生する固定パターンノイズの白飛び画素を誤検出して車線認識を誤ること
があり、この誤認識結果を基に車線逸脱警報あるいは車両制御を行うことにより、危険な
状況に陥る可能性がある。
このような固定パターンノイズの問題があるため、特開２０００－３４７２８４号公報の
温度検出装置付きカメラのように、機構部品に係る不具合のみ問題とするのではなく、撮
像素子も考慮する必要がある。
【０００４】
この発明は、上述のような課題を解決するためになされたものであり、リアルタイムに対
象物認識を信頼性よく行うことができる画像処理装置を得ることを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係わる画像処理装置においては、画像を撮像する撮像手段、この撮像手段に
より撮像された画像から対象物を抽出する認識画像処理手段、撮像手段の温度を測定する
温度測定手段、認識画像処理手段の出力を送信する通信手段を備え 温度測定手段によっ
て測定された温度が所定の範囲内にないとき、

ものである。
　また、車両に搭載され、車両走行について警報を行う制御ユニットと共に警報システム
を構成する画像処理装置において、画像を撮像する撮像手段、この撮像手段により撮像さ
れた画像から対象物を抽出する認識画像処理手段、撮像手段の温度を測定する温度測定手
段、認識画像処理手段の出力を制御ユニットに送信する通信手段を備え 温度測定手段に
よって測定された温度が所定の範囲内にないとき、
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３

、
認識画像処理手段は、対象物の抽出を継続

して行うと共に、通信手段は、認識画像処理手段の出力の使用を禁止する認識結果使用禁
止信号を送信する

、
認識画像処理手段は、対象物の抽出を



を制御ユニットに送信するものである。
【０００６】
　また、
撮像手段の温度調整を要求する信号を ものであ
【０００７】

た、撮像手段の温度について、認識画像処理手段による認識の信頼性を保証する温度
を設定する認識信頼性保証温度設定手段を備えたものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を図を用いて説明する。
実施の形態１．
図１は、この発明の実施の形態１による画像処理装置を簡略化して示す構成図である。
図１において、１は撮影手段、２は撮影手段１によって得られた画像全体あるいは一部を
一時記憶する画像記憶手段、３は画像記憶手段２より画像データを読み出し、対象物をリ
アルタイムで抽出する認識画像処理手段、４は撮影手段１について温度測定を行う温度測
定手段、５は認識画像処理手段３による認識画像処理の結果及び温度測定手段４による温
度測定の結果を受けて、外部へ送信出力する通信手段である。
図２は、この発明の実施の形態１による画像処理装置の処理フローを示すフローチャート
である。
【０００９】
次に、図２のフローチャートを用いて動作について説明する。
ステップＳ１で、撮影手段１により対象物を撮影し、ステップＳ２で、撮影画像を画像記
憶手段２の画像メモリに輝度値データとして取り込み、一時記憶する。なお、記憶する輝
度値データは、対象物認識に係る領域だけでもよい。次いで、ステップＳ３において、認
識画像処理手段３により、画像メモリより輝度値データを読み出し、輝度分布の時系列的
、空間的特徴を基に対象物を抽出する。
【００１０】
ステップＳ４において、温度測定手段４の温度センサにより撮像手段１の温度を取得し、
固定パターンノイズを発生する温度かどうか、すなわち認識信頼性保証温度範囲内かどう
かを判定する。温度測定は、撮像素子に対して行うのが望ましいが、カメラ取り付け条件
などにより困難な場合は、カメラ周辺温度で代用してもよい。ステップＳ４で、温度測定
手段４が認識信頼性保証温度範囲内と判定すると、ステップＳ５において、画像認識結果
を制御ユニットへ通信手段５により出力する。ステップＳ４で、温度測定手段４が認識信
頼性保証温度範囲外と判定すると、ステップＳ６において、認識結果使用禁止信号及び温
度調整要求（予め定められた信号）を、制御ユニットへ通信手段５により出力する。これ
は、通常の出力データにフラグを用意しておくか、フラグの代わりに認識結果データを０
リセットしてもよい。
これを受けた制御ユニットは、使用者に温度調整を促すメッセージを表示するか、自動的
に温度調整を実施する。
【００１１】
実施の形態１によれば、撮影手段における固定パターンノイズ発生を、撮影手段に対する
温度測定手段により判定し、画質異常の画像に対する認識結果を使用禁止とすることによ
り、認識結果を基に行う警報・制御の誤警報・誤制御をシステムとして回避することがで
きる。
また、撮像手段に対する温度測定手段を備えることで、認識に係る処理時間を増加させる
ことなく、温度測定できる。
【００１２】
実施の形態２．
実施の形態１記載の画像処理装置について、レーンキープ、レーン逸脱警報システム（警

10

20

30

40

50

(3) JP 3732115 B2 2006.1.5

継続して行うと共に、通信手段は、認識画像処理手段の出力の使用を禁止する認識結果使
用禁止信号

通信手段は、温度測定手段によって測定された温度が所定の範囲内にないとき、
出力する る。

　ま



報システム）に用いる車線認識画像処理装置を例に説明する。
図３は、この発明の実施の形態２による画像処理装置を車載用カメラに応用した全体構成
図である。
図３において、６は画像処理ユニットで、撮影手段である撮像素子７と撮像素子７に対す
る既存の温度測定手段である温度センサ８を有している。９は画像処理ユニット６に接続
された制御ユニット、１０は制御ユニット９によって制御されるアクチュエータ、１１は
制御ユニット９によって制御される警報ブザー、１２は制御ユニット９によって制御され
るデフロスタであり、６～１２でシステムを構成する。
【００１３】
図４は、この発明の実施の形態２による画像処理装置を用いた正常な車載カメラ出力画像
を示す図である。
図４において、１３は車両前方を撮影した車載カメラの出力画像、１４は自車線のレーン
マーキングであり、いずれも画角内に収まっているものとする。
図５は、この発明の実施の形態２による画像処理装置を用いた高温時の固定パターンノイ
ズを含む車載カメラ出力画像を示す図である。
図５において、１３、１４は図４におけるものと同一のものである。１５は車両前方を撮
影した車載カメラの出力画像１３において高温時に発生した固定パターンノイズである。
【００１４】
図６は、図４の画像処理のレーンマーキング認識結果であり、正常認識を表す説明図であ
り、図４に示すカメラの出力画像１３に対する車線認識結果を示している。
図６において、１３、１４は図４におけるものと同一のものである。１６は左右のレーン
マーキング１４の認識結果であり、太線で表されている。この例ではレーンマーキング内
側を検出位置とし、レーンマーキングを２次式で近似して表している。
図７は、図５の画像処理のレーンマーキング認識結果であり、誤認識を表す説明図であり
、図５に示すカメラの出力画像１３に対する車線認識結果を示している。
図７において、１３～１５は図５におけるものと同一のものである。１６はレーンマーキ
ング１４の認識結果である。
レーンマーキング１４近傍に同じ輝度レベルの固定パターンノイズ１５が発生しているた
め、固定パターンノイズ１５の一部をレーンマーキング１４位置として誤検出し、認識結
果１６が実際のレーンマーキング位置１４と大きく異なる。
【００１５】
図７に示す認識結果を基に、制御ユニット９がレーンキープのためにアクチュエータ１０
へ指令し、あるいは警報ブザー１１にレーン逸脱警報を指令すると、実際の走行車線の形
状と異なる制御となり、危険な状況に陥る可能性がある。
図７のように誤認識のおそれのある出力画像となったことを、温度センサ８により得られ
た撮像素子７の温度より判定し、画像処理ユニット６としては、制御ユニット９に対して
、認識結果使用禁止信号及び温度調整要求を出力する。
認識結果使用禁止信号を受けた制御ユニット９は、レーンキープやレーン逸脱警報を行う
ための指令を、アクチュエータ１０及び警報ブザー１１に発しないものとする。また、制
御ユニット９は、画像処理ユニット６が車室内、例えばルームミラー背面に取り付けられ
ている場合、画像処理ユニット６の周辺温度を下げるべく、カーエアコンのデフロスタ１
２を自動的に作動させる、あるいは運転者に操作を促す。
画像処理ユニット６に対する冷却手段あるいは外気温低下などの外的環境により、撮像素
子７の温度が許容範囲内に収まったとき、画像処理ユニット６は、温度センサ８によりこ
れを判定し、自動的に認識結果使用禁止信号を解除する。
【００１６】
実施の形態２によれば、車線認識画像処理装置において、撮像手段における固定パターン
ノイズ発生時に、既存の温度調整手段を適用することにより、画像処理装置に温度調整手
段を付加することなく認識結果を基に行う警報・制御の誤警報・誤制御をシステムとして
回避することができる。
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【００１７】
実施の形態３．
実施の形態３は、実施の形態２記載の画像処理装置について、認識信頼性温度範囲外から
撮像手段の温度が復帰する場合についてのものである。撮像手段の温度が認識信頼性温度
範囲外にある場合、画像処理を停止せず認識結果使用禁止信号を出力することで、認識画
像処理手段の出力をマスクし、温度が認識信頼性温度範囲内に復帰したときの出力中断時
間を最小限に抑える。
実施の形態３の処理フローは、図２に示すものと同様のもので、画像処理のステップＳ１
～Ｓ３を実施してから、ステップＳ４で温度をチェックし、出力についてはステップＳ５
かステップＳ６によるかを決定する。
【００１８】
図８は、この発明の実施の形態３による画像処理装置を用いたレーンマーキング画像処理
開始直後あるいはレーンマーキング未抽出状態の左右レーンマーキング探索領域を表す説
明図である。
図８において、１３、１４、１６は図６におけるものと同一のものである。１７、１８は
レーンマーキング画像処理開始直後またはレーンマーキング未抽出状態の左右レーンマー
キング探索領域で、１７は左レーンマーキング探索領域であり、１８は右レーンマーキン
グ探索領域である。
図９は、この発明の実施の形態３による画像処理装置を用いたレーンマーキング抽出時の
左右レーンマーキング追跡領域を表す説明図である。
図９において、１３、１４、１６は図６におけるものと同一のものである。１９、２０は
レーンマーキング抽出時の左右レーンマーキング追跡領域で、１９は左レーンマーキング
追跡領域であり、２０は右レーンマーキング追跡領域である。
【００１９】
以下、画像処理停止状態からの再開が、認識復帰までに時間がかかる点について説明する
。
図８に、レーンマーキング画像処理開始直後あるいはレーンマーキング未抽出状態の左右
レーンマーキング探索領域１７、１８を表すように、レーンマーキングが画面のどこに位
置するかの事前情報がないため、広い領域から探索する必要があり、抽出するまでに処理
時間がかかる。
一方、図９に、レーンマーキング抽出時の左右レーンマーキング追跡領域１９、２０で表
されるように、前回の抽出位置を基準に追跡領域を設定できるため、左右レーンマーキン
グ探索領域１７、１８に比べて狭い領域に限定して追跡することができる。
一旦、画像処理を停止すると、図８の状態から画像処理を再開しなければならず、認識復
帰までに時間がかかるが、画像処理を停止せずに認識結果出力マスクにしておくと、図９
の状態から画像処理が再開でき、直ちに認識復帰が行われる。
【００２０】
実施の形態３によれば、撮像手段の温度が、許容温度範囲外から許容範囲内に復帰した場
合、画像処理を停止させていないため、直ちに認識結果出力が可能となり、認識結果出力
の利用中断時間を最小限に抑えることができる。
【００２１】
実施の形態４．
実施の形態４は、実施の形態２記載の画像処理装置について、画像処理装置ごとに認識信
頼性保証温度を設定する認識信頼性保証温度設定手段を設けたものである。
図１０は、この発明の実施の形態４による画像処理装置を用いた左右レーンマーキング探
索領域外に固定パターンノイズが発生している画像を示す図である。
図１０において、１３、１４、１５は図５におけるものと１７、１８は図８におけるもの
とそれぞれ同一のものである。
図１１は、この発明の実施の形態４による画像処理装置を用いた左右レーンマーキング探
索領域内に固定パターンノイズが発生し、誤認識のおそれがある画像を示す図である。
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図１１において、１３、１４、１５、１７、１８は図１０におけるものと同一ものである
。
【００２２】
固定パターンノイズ発生は、撮像素子ごとに固有であり、温度領域に応じて決まった位置
の画素が白飛び、黒飛びを起こすという特徴がある。
例えば、ある温度では、図１０のように、固定パターンノイズ１５が発生しているものと
する。このとき、台形で示す画像処理に参照する領域すなわち左右レーンマーキング探索
領域１７、１８内には、固定パターンノイズが含まれないため、認識信頼性には影響しな
い。図９の左右レーンマーキング追跡領域１９、２０は、左右レーンマーキング探索領域
１７、１８に包含されるため、ここでは左右レーンマーキング探索領域１７、１８のみ取
り上げる。
図１０の状態よりさらに温度が上昇すると、図１１のように、左右レーンマーキング探索
領域１７、１８内に固定パターンノイズ１５が発生し、誤認識をするおそれがある。すな
わち、左右レーンマーキング探索領域１７、１８内に固定パターンノイズ１５が発生する
温度が、その画像処理装置の認識信頼性保証の限界温度となる。
実施の形態４では、このように認識信頼性保証の限界温度が、画像処理装置ごとに固有で
あるため、画像処理装置ごとに認識信頼性保証温度を設定する。
【００２３】
実施の形態４によれば、認識信頼性保証温度のさらなる信頼性確保と同時に、撮像素子の
固定パターンノイズ発生温度を越えて認識信頼性保証温度を設定することができる。
【００２４】
【発明の効果】
　この発明は、以上説明したように構成されているので、以下に示すような効果を奏する
。
画像を撮像する撮像手段、この撮像手段により撮像された画像から対象物を抽出する認識
画像処理手段、撮像手段の温度を測定する温度測定手段、認識画像処理手段の出力を送信
する通信手段を備え 温度測定手段によって測定された温度が所定の範囲内にないとき、

ので、撮 手段における固定
パターンノイズ発生による認識画像処理装置の誤認識の結果を用いて、誤った警報・制御
を行うのを回避することができる

【００２５】
　また、車両に搭載され、車両走行について警報を行う制御ユニットと共に警報システム
を構成する画像処理装置において、画像を撮像する撮像手段、この撮像手段により撮像さ
れた画像から対象物を抽出する認識画像処理手段、撮像手段の温度を測定する温度測定手
段、認識画像処理手段の出力を制御ユニットに送信する通信手段を備え 温度測定手段に
よって測定された温度が所定の範囲内にないとき、

を制御ユニットに送信するので、撮 手段における固定パターンノイズ発生に
よる認識画像処理装置の誤認識の結果を用いて、誤った警報・制御を行うのを回避するこ
とができる
【００２６】
　また、
撮像手段の温度調整を要求する信号を ので、撮像手段の温度調整を行うことがで
き
【００２７】

た、撮像手段の温度について、認識画像処理手段による認識の信頼性を保証する温度
を設定する認識信頼性保証温度設定手段を備えたので、画像処理装置毎に認識信頼性保証
温度設定を行うことができる。
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、
認識画像処理手段は、対象物の抽出を継続して行うと共に、通信手段は、認識画像処理手
段の出力の使用を禁止する認識結果使用禁止信号を送信する 像

とともに、認識画像処理手段の出力の利用を早く再開す
ることができる。

、
認識画像処理手段は、対象物の抽出を

継続して行うと共に、通信手段は、認識画像処理手段の出力の使用を禁止する認識結果使
用禁止信号 像

とともに、認識画像処理手段の出力の利用を早く再開することができる。

通信手段は、温度測定手段によって測定された温度が所定の範囲内にないとき、
出力する

る。

　ま



【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態１による画像処理装置を簡略化して示す構成図である。
【図２】　この発明の実施の形態１による画像処理装置の処理フローを示すフローチャー
トである。
【図３】　この発明の実施の形態２による画像処理装置を車載用カメラに応用した全体構
成図である。
【図４】　この発明の実施の形態２による画像処理装置を用いた正常な車載カメラ出力画
像を示す図である。
【図５】　この発明の実施の形態２による画像処理装置を用いた高温時の固定パターンノ
イズを含む車載カメラ出力画像を示す図である。
【図６】　図４の画像処理のレーンマーキング認識結果であり、正常認識を表す説明図で
ある。
【図７】　図５の画像処理のレーンマーキング認識結果であり、誤認識を表す説明図であ
る。
【図８】　この発明の実施の形態３による画像処理装置を用いたレーンマーキング画像処
理開始直後あるいはレーンマーキング未抽出状態の左右レーンマーキング探索領域を表す
説明図である。
【図９】　この発明の実施の形態３による画像処理装置を用いたレーンマーキング抽出時
の左右レーンマーキング追跡領域を表す説明図である。
【図１０】　この発明の実施の形態４による画像処理装置を用いた左右レーンマーキング
探索領域外に固定パターンノイズが発生している画像を示す図である。
【図１１】この発明の実施の形態４による画像処理装置を用いた左右レーンマーキング探
索領域内に固定パターンノイズが発生し、誤認識のおそれがある画像を示す図である。
【符号の説明】
１　撮影手段、２　画像記憶手段、３　認識画像処理手段、
４　温度測定手段、５　通信手段、６　画像処理ユニット、７　撮像素子、
８　温度センサ、９　制御ユニット、１０　アクチュエータ、
１１　警報ブザー、１２　デフロスタ、１３　カメラ出力画像、
１４　レーンマーキング、１５　固定パターンノイズ、
１６　レーンマーキング認識結果、１７　左レーンマーキング探索領域、
１８　右レーンマーキング探索領域、１９　左レーンマーキング追跡領域、
２０　右レーンマーキング追跡領域。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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